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今
日
の
複
雑
化
す
る
社
会
で
は
、

あ
ら
ゆ
る
分
野
で
専
門
の
細
分
化
が
進
ん
で
い
る
。

細
部
の
分
析
が
高
度
化
す
る
一
方
で
、

全
体
を
掌
握
で
き
な
く
な
って
い
る
こ
と
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
生
じ
て
い
る
混
迷
の
要
因
で
は
な
い
か
。

全
体
を
捉
え
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
に
つい
て
考
察
す
る
。

混
迷
を
解
く
カ
ギ 

Ⅱ

知
って
い
る
よ
う
で

知
ら
な
い

シ
ス
テ
ム
の
勘
所

鈴
木 

隆
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シ
ス
テ
ム
は
役
に
立
つ
も
の
の
見
方
で
あ

る
。
要
素
に
細
分
化
す
る
還
元
主
義
と
部
分

最
適
化
が
も
た
ら
す
今
日
の
混
迷
を
解
く
カ

ギ
と
な
る
（
＊
１
）。
本
誌
１
０
６
、
１
０

７
号
掲
載
の
拙
稿
「
機
械
と
生
命
の
パ
ラ
ダ

イ
ム
│
│
混
迷
を
解
く
カ
ギ
」
で
述
べ
た
生

命
論
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
方
法
論
の
ひ
と
つ
で
も

あ
る
。
し
か
し
、
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
よ
く

理
解
せ
ず
、
適
当
に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が

少
な
く
な
い
。
例
え
ば
、
情
報
シ
ス
テ
ム
は

回
線
で
つ
な
が
っ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
こ
と

だ
、
な
ど
と
よ
く
勘
違
い
さ
れ
て
い
る
。
そ

こ
で
、
今
回
は
、
シ
ス
テ
ム
の
基
本
か
ら
最

先
端
の
理
論
ま
で
勘
所
に
つ
い
て
み
て
い
く

こ
と
に
す
る
。

　「
一
般
シ
ス
テ
ム
理
論
」
の
最
初
の
提
唱
者

関
係
に
よ
っ
て
全
体
を
認
識
す
る
、
も
の
の

見
方
な
の
で
あ
る
。

　
例
え
ば
、
家
族
は
、
夫
婦
、
親
子
、
兄
弟

と
い
っ
た
関
係
か
ら
な
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

単
な
る
要
素
の
寄
せ
集
め
で
は
な
く
、
関

係
・
相
互
作
用
に
よ
っ
て
統
合
さ
れ
て
い
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
孤
立
し
た
個
人
が
集
ま

っ
た
だ
け
で
は
う烏 

ご
う合
の
し
ゆ
う衆
で
あ
っ
て
、
家

族
と
い
う
シ
ス
テ
ム
に
は
な
ら
な
い
。
要
素

の
実
体
が
同
じ
で
も
関
係
が
違
う
と
、
異
な

る
シ
ス
テ
ム
に
な
る
。
例
え
ば
、
家
業
で
商

売
を
し
て
い
る
場
合
、
成
員
が
同
じ
で
も
、

生
活
で
は
家
族
シ
ス
テ
ム
、
商
売
で
は
経
営

シ
ス
テ
ム
と
な
る
。
要
素
は
異
な
る
シ
ス
テ

ム
に
属
す
る
こ
と
が
で
き
、
シ
ス
テ
ム
は
重

な
り
合
う
こ
と
も
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。
一

方
、
要
素
の
実
体
が
変
わ
っ
て
も
、
関
係
が

理
論
と
し
て
、
数
学
者
の
ノ
ー
バ
ー
ト
・
ウ

ィ
ー
ナ
ー
が
船
の
舵
取
り
を
意
味
す
る
ギ
リ

シ
ャ
語
か
ら
名
付
け
た
「
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ク

ス
」
で
あ
る
（
＊
４
）。

　
シ
ス
テ
ム
を
と
り
ま
く
外
部
を
ひ
と
ま
と

め
に
し
て
「
環
境
」
と
い
う
。
環
境
と
や
り

と
り
す
る
シ
ス
テ
ム
を
「
開
放
シ
ス
テ
ム
」

と
よ
び
、や
り
と
り
し
な
い
シ
ス
テ
ム
を「
閉

鎖
シ
ス
テ
ム
」
と
よ
ぶ
。
例
え
ば
、
生
き
た

生
物
体
は
、
環
境
と
の
間
で
物
質
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
代
謝
と
よ
ば
れ
る
や
り
と
り
を
不
断

に
行
う
、
要
す
る
に
食
べ
て
排
出
す
る
の
で
、

開
放
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

　
開
放
シ
ス
テ
ム
と
環
境
と
の
や
り
と
り
は
、

環
境
か
ら
入
力
（
イ
ン
プ
ッ
ト
）↓
シ
ス
テ

ム
内
で
処
理
↓
環
境
へ
出
力
（
ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
）、
と
い
う
過
程
（
プ
ロ
セ
ス
）
と
し
て

図
式
化
さ
れ
る
。
こ
の
過
程
に
加
え
て
、
出

力
さ
れ
た
結
果
に
つ
い
て
の
情
報
が
入
力
に

戻
さ
れ
て
次
の
入
力
を
制
御
す
る
場
合
、
そ

の
は
た
ら
き
を「
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
」と
い
う
。

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
に
は
、負（
－
）と
正（
＋
）

の
２
種
類
が
あ
る
。
次
の
結
果
を
抑
制
す
る

よ
う
に
は
た
ら
く
の
が
、
負
の
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
で
あ
る
（
フ
ァ
ー
ス
ト
・
サ
イ
バ
ネ
テ

ィ
ク
ス
）。
逸
脱
が
解
消
さ
れ
、
シ
ス
テ
ム

の
平
衡
が
動
的
に
保
た
れ
安
定
化
す
る
（
自

己
制
御
性
）。
特
に
生
物
の
場
合
は
、
ホ
メ

オ
ス
タ
シ
ス
（
恒
常
性
）
と
よ
ば
れ
、
恒
温

動
物
の
体
温
調
整
が
該
当
す
る
。
ほ
か
に
も
、

空
調
の
サ
ー
モ
ス
タ
ッ
ト
や
予
算
実
績
管
理

な
ど
が
あ
る
。
逆
に
、
次
の
結
果
を
促
進
す

る
よ
う
に
は
た
ら
く
の
が
、
正
の
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
で
あ
る
（
セ
カ
ン
ド
・
サ
イ
バ
ネ
テ

ィ
ク
ス
）（
＊
５
）。
逸
脱
が
増
幅
さ
れ
、
シ

ス
テ
ム
の
平
衡
が
動
的
に
崩
さ
れ
不
安
定
化

す
る
。
継
続
し
続
け
る
と
シ
ス
テ
ム
そ
の
も

の
が
限
界
を
超
え
て
変
わ
っ
て
し
ま
う
の
で
、

通
常
は
あ
ま
り
長
続
き
し
な
い
。
生
物
の
進

化
、
軍
拡
競
争
、
悪
循
環
と
い
わ
れ
る
過
程

が
そ
う
し
た
例
で
あ
る
。

　
促
進
す
る
正
と
抑
制
す
る
負
の
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
の
円
環（
ル
ー
プ
）の
組
み
合
わ
せ
で
、

動
態
（
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
）
を
モ
デ
ル
化
し
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
て
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
す
る
こ
と
も
行
わ
れ
て
い
る
（
＊
６
）。

ロ
ー
マ
ク
ラ
ブ
が
人
類
の
危
機
を
警
告
し
た

報
告
書『
成
長
の
限
界
』（
＊
７
）で
利
用
さ
れ
、

広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　　
以
上
が
シ
ス
テ
ム
の
基
本
で
あ
る
が
、
最

先
端
の
理
論
に
つ
い
て
も
み
て
お
く
こ
と
に

す
る
。
生
命
や
社
会
と
い
っ
た
複
雑
な
シ
ス

テ
ム
に
特
有
な
、
自
律
的
な
秩
序
の
生
成
、

発
展
に
つ
い
て
の
理
論
で
あ
る
（Chart 3

）。

　
複
雑
な
開
放
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
、
環
境

と
入
出
力
し
な
が
ら
、
自
律
的
に
秩
序
（
パ

タ
ー
ン
）
を
つ
く
り
だ
す
こ
と
を
、「
自
己

組
織
化
」
と
い
う
（
＊
８
）。
正
と
負
の
フ

ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
動
的
に
均
衡
す
る
ゆ
ら
ぎ

を
通
じ
て
、
自
己
組
織
化
が
行
わ
れ
る
。
生

物
体
の
受
精
卵
か
ら
成
体
に
い
た
る
過
程
、

都
市
の
形
成
、
好
況
と
不
況
の
景
気
循
環
が

そ
の
例
で
あ
る
。
生
物
の
発
生
と
進
化
は
、

秩
序
と
無
秩
序
の
間
に
あ
る「
カ
オ
ス
の
縁
」

　
最
後
に
、「
木
を
見
て
森
を
見
ず
」
と
の

格
言
を
用
い
て
、
細
分
化
す
る
分
析
と
統
合

す
る
シ
ス
テ
ム
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
違
い
を
あ

ら
た
め
て
確
認
し
て
お
こ
う
。

変
わ
ら
な
け
れ
ば
、
同
一
の
シ
ス
テ
ム
と
い

え
る
。
新
陳
代
謝
で
細
胞
が
新
し
く
入
れ
替

わ
っ
て
も
、
生
物
個
体
で
あ
る
人
シ
ス
テ
ム

と
し
て
は
同
じ
ま
ま
な
の
で
あ
る
。

　
シ
ス
テ
ム
に
は
階
層
が
あ
る
。
ど
の
階
層

で
捉
え
る
か
に
よ
っ
て
、
違
っ
た
シ
ス
テ
ム

と
な
る
。
例
え
ば
、
生
物
・
社
会
で
は
、
細
胞
、

器
官
、系
統
、個
体
、集
団
、組
織
、社
会
、国
家
、

超
国
家
な
ど
、
階
層
ご
と
の
シ
ス
テ
ム
が
見

ら
れ
る
。
上
位
の
階
層
の
シ
ス
テ
ム
は
下
位

の
階
層
の
シ
ス
テ
ム
（
サ
ブ
シ
ス
テ
ム
）
を

そ
の
要
素
と
し
て
包
含
し
、
ロ
シ
ア
の
マ
ト

リ
ョ
ー
シ
カ
人
形
の
よ
う
な
入
れ
子
構
造
を

な
す
。
シ
ス
テ
ム
は
、
常
に
よ
り
大
き
な
シ

ス
テ
ム
の
一
部
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
相

対
的
な
概
念
な
の
で
あ
る
。
教
育
映
画
の

『Pow
ers of T

en

』（
１
９
６
８
年
）で
、
ミ

で
あ
る
生
物
学
者
の
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ォ

ン
・
ベ
ル
タ
ラ
ン
フ
ィ
は
、シ
ス
テ
ム
を「
相

互
に
作
用
し
あ
う
諸
要
素
の
複
合
体
」
と
定

義
す
る
（
＊
２
）。
複
合
体
と
い
っ
て
も
、

実
体
で
は
な
い
。
概
念
構
成
物
（
モ
デ
ル
）

で
あ
る
。
各
人
の
問
題
意
識
に
よ
っ
て
、
あ

る
範
囲
で
重
要
だ
と
思
う
要
素
を
選
ぶ
こ
と

に
な
る
。
重
要
な
の
は
各
要
素
の
実
体
・
中

身
で
は
な
く
、
要
素
間
の
関
係
・
相
互
作
用

で
あ
る
。「
何
が
集
ま
っ
て
い
る
か
」
で
は

な
く
、「
い
か
に
集
ま
っ
て
い
る
か
」
に
着

目
す
る
の
で
あ
る
。
シ
ス
テ
ム
は
諸
要
素
の

ク
ロ
の
原
子
か
ら
マ
ク
ロ
の
宇
宙
ま
で
、
10

の
べ
き
乗
（pow

ers

）
単
位
の
尺
度
で
、

ズ
ー
ム
ア
ウ
ト
、
ズ
ー
ム
イ
ン
し
て
見
せ
て

く
れ
る
の
が
、
ま
さ
に
シ
ス
テ
ム
の
階
層
の

イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
（
＊
３
）。

　
こ
の
よ
う
に
、
シ
ス
テ
ム
は
、
か
た
ち
や

し
く
み
と
い
う
シ
ス
テ
ム
内
部
の
構
造
の
観

点
か
ら
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
（Chart 1

）。

　　
シ
ス
テ
ム
は
、
う
ご
き
や
は
た
ら
き
と
い

う
シ
ス
テ
ム
そ
の
も
の
の
機
能
の
観
点
か
ら

も
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
（Chart 2

）。
生

物
と
機
械
に
お
け
る
制
御
と
通
信
に
関
す
る

　
分
析
だ
け
で
は
、「
木
を
見
て
森
を
見
ず
」

と
な
る
。
も
っ
ぱ
ら
個
々
の
木
の
実
体
の
み

を
見
て
、
全
体
と
し
て
の
森
を
見
な
い
。
例

え
ば
、
森
に
は
、
杉
が
７
０
０
本
、
檜
が
３

０
０
本
植
え
ら
れ
て
い
る
、と
捉
え
る
。一
方
、

シ
ス
テ
ム
で
は
、「
森
を
見
る
た
め
に
木
を

見
る
」
と
な
る
。
全
体
と
し
て
の
森
を
見
る

た
め
に
、
森
に
対
す
る
個
々
の
木
の
関
係
、

機
能
を
見
る
。
例
え
ば
、
森
は
、
風
を
防
ぐ

あ
る
い
は
水
源
を
か
ん涵 

よ
う養

す
る
た
め
に
、
杉
と

檜
が
植
え
ら
れ
て
い
る
、
と
捉
え
る
。

　
分
析
だ
け
で
な
く
シ
ス
テ
ム
で
も
ア
プ
ロ

ー
チ
す
る
こ
と
で
、「
木
も
見
て
森
も
見
る
」

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

と
よ
ば
れ
る
領
域
で
起
こ
る
自
己
組
織
化
に

よ
る
秩
序
の
形
成
が
根
本
に
あ
り
、
そ
の
う

え
で
自
然
淘
汰
が
は
た
ら
く
も
の
で
あ
る
、

と
の
主
張
も
な
さ
れ
て
い
る
（
＊
９
）。
金

融
市
場
の
自
動
取
引
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

検
索
エ
ン
ジ
ン
、
自
動
運
転
車
な
ど
を
支
え

る
人
工
知
能
で
も
、
自
己
組
織
化
に
よ
る
学

習
の
し
く
み
が
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。

　
複
雑
な
閉
鎖
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
、
環
境

と
の
入
出
力
な
し
に
シ
ス
テ
ム
自
身
に
基
づ

い
て
、
自
律
的
に
秩
序
を
つ
く
り
だ
す
こ
と

を
、「
オ
ー
ト
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
（
自
己
創
出
）」

と
い
う
（
＊
10
）。
自
己
組
織
化
と
は
異
な
り
、

機
械
に
は
な
く
生
物
だ
け
に
固
有
の
理
論
と

さ
れ
て
い
る
。
シ
ス
テ
ム
は
要
素
を
つ
く
り

だ
し
、
要
素
は
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
り
だ
し
、

両
者
は
循
環
的
に
規
定
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は

全
体
と
部
分
の
構
造
は
な
く
、
純
粋
に
機
能

だ
け
か
ら
な
る
シ
ス
テ
ム
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
例
え
ば
、
神
経
系
（
ニ
ュ
ー
ロ
ン
・
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
）は
、オ
ー
ト
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
・

シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
色
彩
を
知
覚
す
る
と
き
、

外
部
刺
激
で
あ
る
光
の
波
長
は
き
っ
か
け
と

な
る
だ
け
で
、
網
膜
の
視
覚
神
経
細
胞
の
活

動
は
こ
れ
ま
で
積
み
重
ね
て
き
た
色
彩
体
験

に
よ
っ
て
決
ま
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
目
を
閉
じ

て
い
て
も
、
色
を
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
あ
る
。
社
会
学
者
の
ニ
ク
ラ
ス
・

ル
ー
マ
ン
が
提
示
し
た
社
会
シ
ス
テ
ム
は
、

シ
ス
テ
ム
を
構
成
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
誘
発
し
循
環

し
続
け
再
生
産
さ
れ
て
い
く
オ
ー
ト
ポ
イ
エ

ー
シ
ス
・
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
（
＊
11
）。

　

は
じ
め
に

構造としてのシステム

Chart 1

システムには階層があり、入れ子構造をなしている

上位のシステム

下位の（サブ）システム

機能としてのシステム

Chart 2

環境とのやりとりを情報が抑制・促進する

フィードバック 負（－）：抑制／正（＋）：促進

入力 出力
（開放）システム

環境
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シ
ス
テ
ム
は
役
に
立
つ
も
の
の
見
方
で
あ

る
。
要
素
に
細
分
化
す
る
還
元
主
義
と
部
分

最
適
化
が
も
た
ら
す
今
日
の
混
迷
を
解
く
カ

ギ
と
な
る
（
＊
１
）。
本
誌
１
０
６
、
１
０

７
号
掲
載
の
拙
稿
「
機
械
と
生
命
の
パ
ラ
ダ

イ
ム
│
│
混
迷
を
解
く
カ
ギ
」
で
述
べ
た
生

命
論
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
方
法
論
の
ひ
と
つ
で
も

あ
る
。
し
か
し
、
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
よ
く

理
解
せ
ず
、
適
当
に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が

少
な
く
な
い
。
例
え
ば
、
情
報
シ
ス
テ
ム
は

回
線
で
つ
な
が
っ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
こ
と

だ
、
な
ど
と
よ
く
勘
違
い
さ
れ
て
い
る
。
そ

こ
で
、
今
回
は
、
シ
ス
テ
ム
の
基
本
か
ら
最

先
端
の
理
論
ま
で
勘
所
に
つ
い
て
み
て
い
く

こ
と
に
す
る
。

　「
一
般
シ
ス
テ
ム
理
論
」
の
最
初
の
提
唱
者

関
係
に
よ
っ
て
全
体
を
認
識
す
る
、
も
の
の

見
方
な
の
で
あ
る
。

　
例
え
ば
、
家
族
は
、
夫
婦
、
親
子
、
兄
弟

と
い
っ
た
関
係
か
ら
な
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

単
な
る
要
素
の
寄
せ
集
め
で
は
な
く
、
関

係
・
相
互
作
用
に
よ
っ
て
統
合
さ
れ
て
い
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
孤
立
し
た
個
人
が
集
ま

っ
た
だ
け
で
は
う烏 

ご
う合
の
し
ゆ
う衆
で
あ
っ
て
、
家

族
と
い
う
シ
ス
テ
ム
に
は
な
ら
な
い
。
要
素

の
実
体
が
同
じ
で
も
関
係
が
違
う
と
、
異
な

る
シ
ス
テ
ム
に
な
る
。
例
え
ば
、
家
業
で
商

売
を
し
て
い
る
場
合
、
成
員
が
同
じ
で
も
、

生
活
で
は
家
族
シ
ス
テ
ム
、
商
売
で
は
経
営

シ
ス
テ
ム
と
な
る
。
要
素
は
異
な
る
シ
ス
テ

ム
に
属
す
る
こ
と
が
で
き
、
シ
ス
テ
ム
は
重

な
り
合
う
こ
と
も
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。
一

方
、
要
素
の
実
体
が
変
わ
っ
て
も
、
関
係
が

理
論
と
し
て
、
数
学
者
の
ノ
ー
バ
ー
ト
・
ウ

ィ
ー
ナ
ー
が
船
の
舵
取
り
を
意
味
す
る
ギ
リ

シ
ャ
語
か
ら
名
付
け
た
「
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ク

ス
」
で
あ
る
（
＊
４
）。

　
シ
ス
テ
ム
を
と
り
ま
く
外
部
を
ひ
と
ま
と

め
に
し
て
「
環
境
」
と
い
う
。
環
境
と
や
り

と
り
す
る
シ
ス
テ
ム
を
「
開
放
シ
ス
テ
ム
」

と
よ
び
、や
り
と
り
し
な
い
シ
ス
テ
ム
を「
閉

鎖
シ
ス
テ
ム
」
と
よ
ぶ
。
例
え
ば
、
生
き
た

生
物
体
は
、
環
境
と
の
間
で
物
質
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
代
謝
と
よ
ば
れ
る
や
り
と
り
を
不
断

に
行
う
、
要
す
る
に
食
べ
て
排
出
す
る
の
で
、

開
放
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

　
開
放
シ
ス
テ
ム
と
環
境
と
の
や
り
と
り
は
、

環
境
か
ら
入
力
（
イ
ン
プ
ッ
ト
）↓
シ
ス
テ

ム
内
で
処
理
↓
環
境
へ
出
力
（
ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
）、
と
い
う
過
程
（
プ
ロ
セ
ス
）
と
し
て

図
式
化
さ
れ
る
。
こ
の
過
程
に
加
え
て
、
出

力
さ
れ
た
結
果
に
つ
い
て
の
情
報
が
入
力
に

戻
さ
れ
て
次
の
入
力
を
制
御
す
る
場
合
、
そ

の
は
た
ら
き
を「
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
」と
い
う
。

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
に
は
、負（
－
）と
正（
＋
）

の
２
種
類
が
あ
る
。
次
の
結
果
を
抑
制
す
る

よ
う
に
は
た
ら
く
の
が
、
負
の
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
で
あ
る
（
フ
ァ
ー
ス
ト
・
サ
イ
バ
ネ
テ

ィ
ク
ス
）。
逸
脱
が
解
消
さ
れ
、
シ
ス
テ
ム

の
平
衡
が
動
的
に
保
た
れ
安
定
化
す
る
（
自

己
制
御
性
）。
特
に
生
物
の
場
合
は
、
ホ
メ

オ
ス
タ
シ
ス
（
恒
常
性
）
と
よ
ば
れ
、
恒
温

動
物
の
体
温
調
整
が
該
当
す
る
。
ほ
か
に
も
、

空
調
の
サ
ー
モ
ス
タ
ッ
ト
や
予
算
実
績
管
理

な
ど
が
あ
る
。
逆
に
、
次
の
結
果
を
促
進
す

る
よ
う
に
は
た
ら
く
の
が
、
正
の
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
で
あ
る
（
セ
カ
ン
ド
・
サ
イ
バ
ネ
テ

ィ
ク
ス
）（
＊
５
）。
逸
脱
が
増
幅
さ
れ
、
シ

ス
テ
ム
の
平
衡
が
動
的
に
崩
さ
れ
不
安
定
化

す
る
。
継
続
し
続
け
る
と
シ
ス
テ
ム
そ
の
も

の
が
限
界
を
超
え
て
変
わ
っ
て
し
ま
う
の
で
、

通
常
は
あ
ま
り
長
続
き
し
な
い
。
生
物
の
進

化
、
軍
拡
競
争
、
悪
循
環
と
い
わ
れ
る
過
程

が
そ
う
し
た
例
で
あ
る
。

　
促
進
す
る
正
と
抑
制
す
る
負
の
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
の
円
環（
ル
ー
プ
）の
組
み
合
わ
せ
で
、

動
態
（
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
）
を
モ
デ
ル
化
し
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
て
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
す
る
こ
と
も
行
わ
れ
て
い
る
（
＊
６
）。

ロ
ー
マ
ク
ラ
ブ
が
人
類
の
危
機
を
警
告
し
た

報
告
書『
成
長
の
限
界
』（
＊
７
）で
利
用
さ
れ
、

広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　　
以
上
が
シ
ス
テ
ム
の
基
本
で
あ
る
が
、
最

先
端
の
理
論
に
つ
い
て
も
み
て
お
く
こ
と
に

す
る
。
生
命
や
社
会
と
い
っ
た
複
雑
な
シ
ス

テ
ム
に
特
有
な
、
自
律
的
な
秩
序
の
生
成
、

発
展
に
つ
い
て
の
理
論
で
あ
る
（Chart 3

）。

　
複
雑
な
開
放
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
、
環
境

と
入
出
力
し
な
が
ら
、
自
律
的
に
秩
序
（
パ

タ
ー
ン
）
を
つ
く
り
だ
す
こ
と
を
、「
自
己

組
織
化
」
と
い
う
（
＊
８
）。
正
と
負
の
フ

ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
動
的
に
均
衡
す
る
ゆ
ら
ぎ

を
通
じ
て
、
自
己
組
織
化
が
行
わ
れ
る
。
生

物
体
の
受
精
卵
か
ら
成
体
に
い
た
る
過
程
、

都
市
の
形
成
、
好
況
と
不
況
の
景
気
循
環
が

そ
の
例
で
あ
る
。
生
物
の
発
生
と
進
化
は
、

秩
序
と
無
秩
序
の
間
に
あ
る「
カ
オ
ス
の
縁
」

　
最
後
に
、「
木
を
見
て
森
を
見
ず
」
と
の

格
言
を
用
い
て
、
細
分
化
す
る
分
析
と
統
合

す
る
シ
ス
テ
ム
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
違
い
を
あ

ら
た
め
て
確
認
し
て
お
こ
う
。

変
わ
ら
な
け
れ
ば
、
同
一
の
シ
ス
テ
ム
と
い

え
る
。
新
陳
代
謝
で
細
胞
が
新
し
く
入
れ
替

わ
っ
て
も
、
生
物
個
体
で
あ
る
人
シ
ス
テ
ム

と
し
て
は
同
じ
ま
ま
な
の
で
あ
る
。

　
シ
ス
テ
ム
に
は
階
層
が
あ
る
。
ど
の
階
層

で
捉
え
る
か
に
よ
っ
て
、
違
っ
た
シ
ス
テ
ム

と
な
る
。
例
え
ば
、
生
物
・
社
会
で
は
、
細
胞
、

器
官
、系
統
、個
体
、集
団
、組
織
、社
会
、国
家
、

超
国
家
な
ど
、
階
層
ご
と
の
シ
ス
テ
ム
が
見

ら
れ
る
。
上
位
の
階
層
の
シ
ス
テ
ム
は
下
位

の
階
層
の
シ
ス
テ
ム
（
サ
ブ
シ
ス
テ
ム
）
を

そ
の
要
素
と
し
て
包
含
し
、
ロ
シ
ア
の
マ
ト

リ
ョ
ー
シ
カ
人
形
の
よ
う
な
入
れ
子
構
造
を

な
す
。
シ
ス
テ
ム
は
、
常
に
よ
り
大
き
な
シ

ス
テ
ム
の
一
部
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
相

対
的
な
概
念
な
の
で
あ
る
。
教
育
映
画
の

『Pow
ers of T

en

』（
１
９
６
８
年
）で
、
ミ

で
あ
る
生
物
学
者
の
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ォ

ン
・
ベ
ル
タ
ラ
ン
フ
ィ
は
、シ
ス
テ
ム
を「
相

互
に
作
用
し
あ
う
諸
要
素
の
複
合
体
」
と
定

義
す
る
（
＊
２
）。
複
合
体
と
い
っ
て
も
、

実
体
で
は
な
い
。
概
念
構
成
物
（
モ
デ
ル
）

で
あ
る
。
各
人
の
問
題
意
識
に
よ
っ
て
、
あ

る
範
囲
で
重
要
だ
と
思
う
要
素
を
選
ぶ
こ
と

に
な
る
。
重
要
な
の
は
各
要
素
の
実
体
・
中

身
で
は
な
く
、
要
素
間
の
関
係
・
相
互
作
用

で
あ
る
。「
何
が
集
ま
っ
て
い
る
か
」
で
は

な
く
、「
い
か
に
集
ま
っ
て
い
る
か
」
に
着

目
す
る
の
で
あ
る
。
シ
ス
テ
ム
は
諸
要
素
の

ク
ロ
の
原
子
か
ら
マ
ク
ロ
の
宇
宙
ま
で
、
10

の
べ
き
乗
（pow

ers

）
単
位
の
尺
度
で
、

ズ
ー
ム
ア
ウ
ト
、
ズ
ー
ム
イ
ン
し
て
見
せ
て

く
れ
る
の
が
、
ま
さ
に
シ
ス
テ
ム
の
階
層
の

イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
（
＊
３
）。

　
こ
の
よ
う
に
、
シ
ス
テ
ム
は
、
か
た
ち
や

し
く
み
と
い
う
シ
ス
テ
ム
内
部
の
構
造
の
観

点
か
ら
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
（Chart 1

）。

　　
シ
ス
テ
ム
は
、
う
ご
き
や
は
た
ら
き
と
い

う
シ
ス
テ
ム
そ
の
も
の
の
機
能
の
観
点
か
ら

も
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
（Chart 2

）。
生

物
と
機
械
に
お
け
る
制
御
と
通
信
に
関
す
る

　
分
析
だ
け
で
は
、「
木
を
見
て
森
を
見
ず
」

と
な
る
。
も
っ
ぱ
ら
個
々
の
木
の
実
体
の
み

を
見
て
、
全
体
と
し
て
の
森
を
見
な
い
。
例

え
ば
、
森
に
は
、
杉
が
７
０
０
本
、
檜
が
３

０
０
本
植
え
ら
れ
て
い
る
、と
捉
え
る
。一
方
、

シ
ス
テ
ム
で
は
、「
森
を
見
る
た
め
に
木
を

見
る
」
と
な
る
。
全
体
と
し
て
の
森
を
見
る

た
め
に
、
森
に
対
す
る
個
々
の
木
の
関
係
、

機
能
を
見
る
。
例
え
ば
、
森
は
、
風
を
防
ぐ

あ
る
い
は
水
源
を
か
ん涵 

よ
う養

す
る
た
め
に
、
杉
と

檜
が
植
え
ら
れ
て
い
る
、
と
捉
え
る
。

　
分
析
だ
け
で
な
く
シ
ス
テ
ム
で
も
ア
プ
ロ

ー
チ
す
る
こ
と
で
、「
木
も
見
て
森
も
見
る
」

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

と
よ
ば
れ
る
領
域
で
起
こ
る
自
己
組
織
化
に

よ
る
秩
序
の
形
成
が
根
本
に
あ
り
、
そ
の
う

え
で
自
然
淘
汰
が
は
た
ら
く
も
の
で
あ
る
、

と
の
主
張
も
な
さ
れ
て
い
る
（
＊
９
）。
金

融
市
場
の
自
動
取
引
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

検
索
エ
ン
ジ
ン
、
自
動
運
転
車
な
ど
を
支
え

る
人
工
知
能
で
も
、
自
己
組
織
化
に
よ
る
学

習
の
し
く
み
が
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。

　
複
雑
な
閉
鎖
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
、
環
境

と
の
入
出
力
な
し
に
シ
ス
テ
ム
自
身
に
基
づ

い
て
、
自
律
的
に
秩
序
を
つ
く
り
だ
す
こ
と

を
、「
オ
ー
ト
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
（
自
己
創
出
）」

と
い
う
（
＊
10
）。
自
己
組
織
化
と
は
異
な
り
、

機
械
に
は
な
く
生
物
だ
け
に
固
有
の
理
論
と

さ
れ
て
い
る
。
シ
ス
テ
ム
は
要
素
を
つ
く
り

だ
し
、
要
素
は
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
り
だ
し
、

両
者
は
循
環
的
に
規
定
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は

全
体
と
部
分
の
構
造
は
な
く
、
純
粋
に
機
能

だ
け
か
ら
な
る
シ
ス
テ
ム
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
例
え
ば
、
神
経
系
（
ニ
ュ
ー
ロ
ン
・
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
）は
、オ
ー
ト
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
・

シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
色
彩
を
知
覚
す
る
と
き
、

外
部
刺
激
で
あ
る
光
の
波
長
は
き
っ
か
け
と

な
る
だ
け
で
、
網
膜
の
視
覚
神
経
細
胞
の
活

動
は
こ
れ
ま
で
積
み
重
ね
て
き
た
色
彩
体
験

に
よ
っ
て
決
ま
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
目
を
閉
じ

て
い
て
も
、
色
を
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
あ
る
。
社
会
学
者
の
ニ
ク
ラ
ス
・

ル
ー
マ
ン
が
提
示
し
た
社
会
シ
ス
テ
ム
は
、

シ
ス
テ
ム
を
構
成
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
誘
発
し
循
環

し
続
け
再
生
産
さ
れ
て
い
く
オ
ー
ト
ポ
イ
エ

ー
シ
ス
・
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
（
＊
11
）。
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Chart 3

複雑なシステムでは、自律的に秩序が生まれる

複雑な開放システム
環境と入出力しながら
パターンを生みだす
（生物、機械）

複雑な閉鎖システム
環境との入出力なしに
秩序をつくりだす
（生物のみ）


